
 

 

 

 

 

                            

 

手話通訳者、要約筆記者、盲ろう者向け通訳・介助員を対象とした合同研修会を 

８月17日（日）県社会福祉総合センター 研修室で行いました。 

通訳作業の際に求められる日本語の要約について学ぼうと 

世田谷福祉専門学校 非常勤講師の根岸 亜紀 氏をお招きし 

‘要約のポイントとことばの仕組み’をテーマにお話ししていただきました。 

「文の成り立ちを理解し、文章全体をイメージすることが大切」「修飾語や副詞には 

省略可能なものもあるので、それらを見極める力をつける必要がある」という講師の 

説明に、参加者からは「自分の要約を振り返るいい機会になった」「何気なく使って 

いる日本語を、今後は常に意識するようにしたい」との感想がありました。 

「実習の時間があったらもっとよかった」という声が多かったので 

ぜひ、次回の参考にさせていただきたいと思います。 

 

 

４月14日（月）より、ステップアップ講座が始まりました。10月末までの、６ヶ月間（隔週）の講座です。 

この講座は、手話通訳者養成講座を受講する前段階と位置づけ 

基礎部分の補完を学習目標として、行っています。 

今まで学んできたことの整理や確認をしながら、正しい理解を 

重ねてほしいと思います。手話通訳者養成講座の受講を目指し 

仲間とともに高めあいながら、学び合ってください。 

 

 

手話通訳者養成パワーアップ講座が、７月 12 日（土）に 開講しました。 

手話通訳者全国統一試験を目指す４名が、受講中。 

少人数なので、きめ細やかな指導になっています。 

手話通訳者にとって、日々の研鑽は欠かせません。 

講座が効果的な学びの場になるよう願っています。 

 

 

１月からスタートした第１回盲ろう者向け通訳・介助員養成講座が 

６月 28 日をもって、全 60 時間の課程を終了しました。 

県内の盲ろう者や通訳・介助員を中心に、近畿各地の関係者から 

ご協力をいただき、最終的に 19 名が通訳・介助員の資格を得ました。 

盲ろう者の社会参加と自己決定の一翼を担う者として、 

その責任の重さに立ち止まってしまうことがあるかもしれませんが 

講座で学んだことを活かし、盲ろう者や仲間とともに試行錯誤しながら 

通訳・介助員としての誇りをもって、職務にあたってほしいと思います。 
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2014（平成 26）年度 合同研修会 

2014（平成 26）年度 手話通訳養成ステップアップ講座 
 
 

2014（平成 26）年度 手話通訳者養成パワーアップ講座 
 

第１回 盲ろう者向け通訳・介助員養成講座 

 

  

 

 
 

 
 

 

 



各事業の申し込み・お問い合わせはこちらまで 

奈良県聴覚障害者支援センター 
FAX 0744-21-7888 TEL 0744-21-7880 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全日本ろうあ連盟が創立 60 周年記念事業として製作した映画「ゆずり葉～君もまた次のきみへ～」の上映を 

８月 20 日（水）当支援センター 同 23 日（日）県社会福祉総合センターにて、行いました。 

ろう者が、差別や偏見に悩みながらも人間として生きていく姿を描き、 

手話の魅力やろう者独自の文化を、広く伝えていこうというものです。 

先輩から後輩、親から子へと受け継がれるろう者の運動や生き方を通し 

ろうの子どもたちに夢を、そしてその親たちに元気を与えていきます。 

参加者からは、「以前観たときは、手話を習い始めたばかりだったので理解できなかったが、今回改めて観て、

ろう者の感情や運動について理解することができた」「手話の勉強になった」などの感想がありました。 

邦画上映の要望が、数多くあがっています。今後も企画していきますので、ご参加をお待ちしております。 

 

 

頸肩腕（けいけんわん）症候群とは、首（頸部）・肩・腕・背・手指にかけての 

痛み・異常感覚（しびれ感など）を訴える全ての症例の中で、検査などで病因が 

確定できないものをいいます。疲れ目や風邪・口腔疾患などが引き金になったり 

症状を増長させることがあります。また２次的症状として 

頭痛・めまい・動悸・耳鳴りなどの一般症状をはじめ、 

思考減退・情緒不安定・睡眠障害・倦怠（けんたい）感・末梢（まっしょう）循環 

障害・自律神経失調症状など、多岐にわたることもあります。 

頸肩腕症候群の対処方法は、とにかく体を動かすことです。首や肩を、無理のない 

範囲で動かし、ゆっくりストレッチすることをお勧めします。また、気持ちを大きく 

緩やかにもって、意識してリラックスするよう心がけましょう。 

 

 

 

 

生活訓練事業（今後の予定） 

◇聞こえの相談会 

  11月 23日（日・祝）13時～16時 県社会福祉総合センター ５階 研修室Ｃ 

   講演：「補聴器と人工内耳」  奈良県立医科大学耳鼻咽喉科 西村 忠己 先生 

   体験発表：質疑応答：個別相談 ＊補聴器店・人工内耳メーカーによる製品の展示もあります 

  情報保障（パソコン要約筆記・手書きノートテイク）・磁気誘導ループ 設置 参加費・申し込み 不要 

＊チャレンジしてみたいことや企画してほしいことなど、ご意見をお寄せください。お待ちしております。 

頸肩腕症候群 

 

 

上映会『ゆずり葉』 

 

 

 

サイト開設１周年を記念して 

誕生しました！ 

produced by Illustrator KAT. 

 

よろしくネ 

 

ニューフェイスです♪ 


